
JPCOARスキーマのコンセプト

同等の情報をjunii2では…

JPCOARメタデータ普及タスクフォースの取り組み

JPCOARスキーマのポイント

⽇本の研究成果を世界へ⽇本の研究成果を世界へ⽇本の研究成果を世界へ

JPCOARスキーマ
機関リポジトリのメタデータを世界へ届ける

国際連携 普及活動 メンテナンス

オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）はオープンサイエンスを含む学術情報流通の⾼度化を重点⽬標として掲げる組織です。国内の⼤学や
研究機関を中⼼に580を超える機関が加盟しています。その活動の⼀環として、メタデータ普及タスクフォースを中⼼に、2017年10⽉、JPCOARス
キーマを策定しました。現在の機関リポジトリで利⽤されているメタデータスキーマjunii2の後継となるものです。JPCOARスキーマは国際的な学術
情報流通の動向やjunii2の諸課題を踏まえて設計されており、機関リポジトリのメタデータの円滑な国際的流通を実現します。

<jpcoar:creator>
<jpcoar:nameIdentifier nameIdentifierScheme="ORCID" nameIdentifierURI="https://orcid.org/0000-0001-0001-0001">0000-0001-0001-0001
</jpcoar:nameIdentifier>

<jpcoar:creatorName xml:lang="ja">寺⽥, 寅彦</jpcoar:creatorName>
<jpcoar:creatorName xml:lang="en">Terada, Torahiko</jpcoar:creatorName
<jpcoar:affiliation>

<jpcoar:nameIdentifier nameIdentifierScheme="ISNI" nameIdentifierURI="http://www.isni.org/isni/0000000121691048">
0000000121691048</jpcoar:nameIdentifier>

<jpcoar:affiliationName xml:lang="ja">東京⼤学</jpcoar:affiliationName>
</jpcoar:affiliation>

</jpcoar:creator>
<jpcoar:contributor contributorType="ProjectLeader">

<jpcoar:nameIdentifier nameIdentifierScheme="ORCID" nameIdentifierURI="https://orcid.org/0000-0001-0002-0003">
0000-0001-0002-0003</jpcoar:nameIdentifier>

<jpcoar:contributorName xml:lang="ja">夏⽬, 漱⽯</jpcoar:contributorName>
<jpcoar:affiliation>

<jpcoar:nameIdentifier nameIdentifierScheme="ISNI" nameIdentifierURI="http://www.isni.org/isni/0000000121691048">
0000000121691048</jpcoar:nameIdentifier>

<jpcoar:affiliationName xml:lang="ja">東京⼤学</jpcoar:affiliationName>
</jpcoar:affiliation>

</jpcoar:contributor>
<dcterms:temporal xml:lang="en">1970-01-01 00:00:00 - 2005-01-01 23:59:59</dcterms
<datacite:geoLocation>

<datacite:geoLocationBox>
<datacite:westBoundLongitude>-140.487500</datacite:westBoundLongitude>
<datacite:eastBoundLongitude>109.618333</datacite:eastBoundLongitude>
<datacite:southBoundLatitude>60.255000</datacite:southBoundLatitude>
<datacite:northBoundLatitude>75.589167</datacite:northBoundLatitude>

</datacite:geoLoc>
</datacite:geoLocation>
<dc:type rdf:resource="http://purl.org/coar/resource_type/c_ddb1">dataset</dc:type>
<dcterms:accessRights rdf:resource="http://purl.org/coar/access_right/c_abf2">open access</dcterms:accessRights>

研究データの管理やオープンアクセス⽅
針のモニタリングのため、アクセス権な
ど新たな要素を追加しました。

ORCIDやCrossref Funder IDなど
識別⼦への対応を拡充しました。メタ
データ構造を階層化することで、要素
間の関係性も正確に記述できます。

DataCiteやOpenAIREのスキーマ定
義、COARの統制語彙など、国際的に
確⽴しているメタデータスキーマの要
素を利⽤して、メタデータ連携の可能
性を向上しています。

世界的なオープンアクセスのコミュニティであ
るオープンアクセスリポジトリ連合（COAR）
の年次総会や統制語彙の編集委員会に参加して、
継続的な情報交換を⾏っています。国際会議で
JPCOARスキーマの発表も⾏っています。
2017年はCOAR総会、Open Repositories、
iPRES、Asia Data Weekで、2018年はCO
AR総会、ETDで報告しました。ETD ではBest
Poster Awardを受賞しています。各種発表資
料や参加報告はJPCOAR Webサイトで公開し
ています。

JPCOARスキーマガイドライン
https://schema.irdb.nii.ac.jp

JPCOARスキーマの普及や実装を促進するた
め解説記事の執筆や説明会を開催しています。
2018年は東京と神⼾の2会場で開催し、約2
00名の参加をいただきました。説明会では、
スキーマの詳細や九州⼤学での実装例、IRDB
やJAIRO Cloudなど関連システムの開発状況
を共有しました。そのほかJPCOARスキーマ
に対応したDOI管理・メタデータ⼊⼒のガイド
ラインの改訂作業など各種ドキュメントの整備
も⾏っています。

オープンアクセスリポジトリ推進協会
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp

国際的な学術情報のメタデータスキーマ動向を
踏まえて、JPCOARスキーマのメンテナンス
を継続的に⾏っています。2018年8⽉には主要
なメタデータ連携先の⼀つであるOpenAIREの
メタデータスキーマ改訂に伴い出版タイプの変
更や軽微な修正を⾏いver.1.0.1としてリリース
しています。改訂履歴の詳細はJPCOARスキー
マガイドライン WebサイトおよびGithubで公
開しています。

オープンサイエンス対応

識別⼦の拡充世界につながる

空間情報をDataCiteに準拠した形式で記述。

COARの統制語彙を利⽤。修⼠・博⼠論⽂の区別も明確に。
研究データにも対応。

contributorの属性で、成果に対する貢献を明確に
contributorTypeはDataCiteの語彙に準拠。

アクセス権の状態を４つの統制語彙から選択 : open access・
embargoed access・metadata only access・restricted access

メタデータ構造の階層化により、要素間の
関係性を明確に。（3階層）
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<contributor>夏⽬, 漱⽯</contributor>
<NIItype>Data or Dataset</NIItype>
<temporal>1970-01-01 00:00:00 -

2005-01-01 23:59:59 5.589167</temporal>
<spatial>-140.487500 109.618333 60.255000 </spatial>
<textversion>publisher</textversion>


